
３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連
＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　　＜生徒の意識＞　　　　　　 　＜指導・援助＞




国語科（１月）


「温かいスープ」


・相手の立場を思いやる優しさや互いが人類であるという自覚が国際性の基調であり、その典型が無償の愛であるという筆者の考え読み取り、国際性についての考えを深める。


　





道徳の時間（２月）


「海と空」内容項目４－(１０)


・生活習慣やものの見方や感じ方が違ってもどこの国の人とも分かり合い、協力し合うことが世界の中の日本人として求められていることに気付き、同じ人間として尊重し合おうとする心情を育てる。











・世界の人々は、皆同じ人間なのだから、助け合いながら生きていくことができると、きっと平和な世界になるにちがいない。


・様々な国の文化や伝統を自分で調べ、正しいことを理解することが大切なんだ。








・世界で起こる様々な出来事を、他国のこととして受け流すのではなく、自分たちとのつながりの中で考え、自分のこととして受け止めることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











音楽科（２月）


「国境を越えて影響し合う音楽」


・明治維新後、西洋音楽を学び西洋の音楽を取り入れ、日本の伝統音楽にも大きな影響を与えたことや、海外で活躍する音楽家が多く出てきたことを知り、よいものを取り入れながら新しい音楽が発展したことを理解することができるようにする。








社会科（２月）


「国際社会と世界平和」


・国際社会の中の日本や、国際社会の仕組みについて理解し、日本の立場や他国との関係、協力などについて考えることができるようにする。





・世界の平和や安全を守るために国際的な活動が様々にあることが分かった。そうした活動に参加している人たちの生き方に学びたい。


・他の国のことをよく知ることが協力し尊重し合うための第一歩になる。








・日本の伝統楽器である箏にも、西洋の音楽を取り入れた楽曲が作られていることはとてもすばらしいことだ。


・日本の伝統的な音楽が世界の国々へ発信され、たくさんの人たちが聴いたり、演奏したりしていることが分かった。音楽は国を越えて親しまれていることに驚いた。








・様々な国と日本の関


係を正しい事実のもと理解できるようにする。


・隣国や他の国とどのように接していくことが平和社会の実現につながるかについて考えられるようにする。





・現在、自分たちが歌ったり聴いたりして楽しみ、親しんでいる楽曲は、西洋の音楽の影響を多大に受けていることや、逆に日本の伝統音楽が海外で影響を与えていることを理解できるようにする。








・一人一人が無償の愛という心をもって他の国の人たちと接することができたら、世界は平和になると思う。


・どこの国の人に対しても、相手の立場を理解し思いやる優しさが大切なんだ。





・第２次世界大戦後の日


本の立場や、当時の人々の生活状況などに関する正しい事実を踏まえ、物語の背景を理解できるようにする。















